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ＮＥＣ杯決勝－新宿の決闘 
 
 

第３クオーター 
 
 

Bd: 33 NORTH 

DLR: N  A 

VUL: None  854 

 K86532 

 K95 

WEST EAST 

 J1084  KQ952 

 AKJ  Q10632 

 J  AQ 

 AJ863  2 

SOUTH 

 763 

 97 

 10974 

 Q1074 

田多井は原が Ｋではなく、 Ｋを持っていると考えてサインオフした

ので、簡単なはずのディールが混乱した。原は Ｊを評価して自分はス

ラムをビッドすべきであり、最悪でもフィネスできると主張したが、実際の
レイアウトを見るとやや複雑ではある。コルカーはプラス９８０、田多井
はプラス４８０。インドネシアに１１ＩＭＰ、１２６-４７。 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 1  Pass 

2NT(1) Pass 3 (2) Pass 

3 (3) Pass 4 (4) Pass 

4NT(5) Pass 5 (6) Pass 

5 (7) All Pass

(1) スペードののフォーシング・レイズ; 
(2) コントロールは？ (3) ５コントロール; 
(4) リレー; (5) Ａと赤いスートのコントロール; 

(6) ダイアモンドのアスキング; 
(7) セカンドラウンド・コントロール 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass 1  Pass 

2 (FG) 2  2  Pass 

2  Pass 3  Pass 

4NT Pass 5 (2+ Q) Pass 

6  All Pass

 

 
 

Bd: 34 NORTH 

DLR: E  A5 

VUL: N/S  10543 

 Q832 

 1053 

WEST EAST 

 986  KJ1032 

 K  Q8 

 76  J954 

 AKQJ962  74 

SOUTH 

 Q74 

 AJ9762 

 AK10 

 8 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 1  

5  Pass Pass DBL 

All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass 1  

2  2  2  3  

3  All Pass

 
 

ＮＳの４ がバルネラブルでレイダウン、原の５ は的確なサクリファイスだった。スペードをプレイする頃には（ハートでスペードを１枚ディスカード）、原

はＳが Ａを持っていないとひらめいたらしい。ダウンをマイナス３００に抑えることに成功。久富チームに大きく貢献するはずだったが、裏で阿部・陳が

４ をビッドせず、３ に売り渡していたのでインドネシアが５ＩＭＰの取り、１３１-４７。 

 
 

Bd: 36 NORTH 

DLR: W  Q2 

VUL: Both  86 

 QJ96 

 J9853 

WEST EAST 

 3  107654 

 AQ1073  J9542 

 75  84 

 K10762  Q 

SOUTH 

 AKJ98 

 K 

 AK1032 

 A4 

正しいコントラクトは明らかに５ 。 Ａのリード後、マノッポは１１トリッ

クを勝った。 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

2 (1) Pass 3  DBL 

Pass 4  Pass 4  

1NT 5  All Pass

(1) ５枚以上、マイナー４枚以上  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass Pass Pass 1 (1)

1NT(2) Pass 2  3  

Pass 4  Pass 5  

Pass 4  Pass 3  

Pass 6  All Pass

(1) ストロング; (2) + 、または +  

一方のテーブルではＥＷが騒々しくオークションに参加、陳は自分がスペード６枚を持っていると見せかけたビッドをする。そのため、コキッシュは Ａで

はなく、クラブをリード。コルカーのスペードもしくはトランプが昇格する場合に備えて、ウィナーを開発するためである。 Ａは当然ラフされるとの思いこ

みがあった。陳は Ａを勝ってトランプを集め、スペードでダミーのハートをディスカードしてから、 Ｊに向けてクラブをリード。６メイク、プラス１３７０。久

富チームに貴重な１３ＩＭＰ、６０-１３２。 

 
 

Bd: 37 NORTH 

DLR: N  AQ964 

VUL: N/S  106 

 98653 

 J 

WEST EAST 

 K  J10872 

 AKQ8753  2 

 ---  QJ4 

 AQ1054  K762 

SOUTH 

 53 

 J94 

 AK1072 

 983 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 2 (1) Pass 

6  All Pass

(1) ４枚以上、メジャー５枚以上 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

2 (1) Pass 2NT(2) 

4  All Pass

(1) ５枚以上、マイナー４枚以上 

久富チームの準備は万端であった。双方で特殊な２レベルのオープン。田多井の２ オープンをきいた原は簡単にスラムをビッド。これはハートの４-１

ブレイクにも備えるのでベスト・コントラクト。華麗なプラス９２０。一方のテーブルでは、コキッシュが不確かな状況に置かれたまま大人しく４ をビッド。

次の機会にクラブをビッドする予定だったが、次の機会などあるはずもなく、不機嫌な６メイク、プラス４８０。久富チームが取るべくして取った１０ＩＭＰで対
戦成績は７０-１１５。 

 
 

Bd: 38 NORTH 

DLR: E  Q9 

VUL: E/W  Q975 

 AQJ 

 9754 

WEST EAST 

 J  K107642 

 642  AJ3 

 876  942 

 KQJ863  2 

SOUTH 

 A853 

 K108 

 K1053 

 A10 

 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

2 (1) DBL(2) 

Pass(3) Pass 2  Pass 

Pass DBL(4) All Pass

(1) マルチ; (2) カード; (3) ニュートラル; 
(4) テイクアウト  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

2  All Pass

降るときは土砂降り。オープンするか否かの評価が分かれるウィーク２ をプレイ

した結果、無様なマイナス４００を取ったＥＷは嘆く。まさか裏で同じコントラクトをプ
レイし、チームメイトがダブルをかけて１１００を稼いでいるとは想像すらできない。
インドネシアにプラス１２IMP、１４４-７０。 

 
 

Bd: 39 NORTH 

DLR: S  A74 

VUL: Both  QJ107 

 Q10954 

 J 

WEST EAST 

 962  KQJ108 

 42  AK5 

 K2  J87 

 AK10853  62 

SOUTH 

 53 

 9863 

 A63 

 Q974 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 

Pass 1 (1) 1  DBL(2) 

RDBL 2  2  All Pass

(1) プレシジョン、 ２枚以上 ; (2) ネガティブ 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass 

1  Pass 1  Pass 

2  Pass 2 (1) Pass 

2  Pass 3  Pass 

3  Pass 4  All Pass

クローズドルームのインドネシア・ペアはまだ土砂降りの中。ＥＷは裏がビッドしていない４ をプレイ。ハートリードをＡで勝ち、ダイアモンドをリード。陳

がＡを勝ってハートリターン。 Ｋ、ハートラフ、 Ｑに向けてトランプをリードし、 Ｋでダミーに渡る。クラブが３-２に分かれている場合は、クラブのハイ

カードを２枚キャッシュしてからクラブラフ、ダイヤモンドラフとプレイすれば５メイクする。しかし、コントラクトは４である。ディフェンダーの１人がクラブシン
グルトン、トランプのスモールカード２枚、 Ｑを持っている時は、クラブのハイカードを１回だけキャッシュしてからトランプをプレイすれば４メイクする。ま

さにその通りであった。ダウンしたコルカーが自分を責めること。久富チームに７ＩＭＰ、７７-１４４。インドネシアは１０ＩＭＰを取り損なった。 

 
 
 

Bd: 42 NORTH 

DLR: E  AQ87 

VUL: Both  K542 

 A4 

 Q86 

WEST EAST 

 6542  J3 

 963  Q1087 

 J7  KQ862 

 AJ74  K10 

SOUTH 

 K109 

 AJ 

 10953 

 9532 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

1 (1) Pass 

1 (2) 1NT Pass 3NT 

All Pass

(1) ハンドタイプの特定なし; (2) ３枚以上、１ラウンド・フォーシング 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass Pass 

Pass 1 (1) Pass 1NT 

All Pass

(1) ストロング 

大人しい１ＮＴのコントラクト（強い１ だね、阿部さん）で陳は８トリックを勝ったが、一方のテーブルではラスートが３ＮＴをプレイし、ダイアモンドのロー

カードのリードに10、Ｊ、Ａとなった。 Ｊでフィネス、 Ｑで戻って ９に向かって ４をプレイ。田多井は Ｑであがり、後は受け身のディフェンスに徹

すれば良かったが、 Ｋ、クラブと続けたのでラスートの Ｑが９トリック目となり、プラス６００．インドネシアに１０ＩＭＰ、１５６-７７。 

 
 

Bd: 43 NORTH 

DLR: S  1085 

VUL: None  AK3 

 A10832 

 J2 

WEST EAST 

 AKJ7  6 

 1097  864 

 K5  QJ76 

 K983  A7654 

SOUTH 

 Q9432 

 QJ52 

 94 

 Q10 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 

1 (1) 1  1NT Pass 

2NT Pass 3NT All Pass

 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass 

1NT Pass 2 (1) Pass 

3  All Pass

(1) スペード又は両マイナー、強さの特定はなし 

３ＮＴを積極的にビッドしたものの、田多井はハートの４トリックと Ａを負け、マイナス５０。コキッシュの３ に対しては阿部がハートを３回プレイ。 Ａ

がプレイされていないので、ハートの４巡目をプレイされるとディフェンダーにトランプ・トリックが生じるが、陳はダイアモンドにシフトしたのでプラス１１０。
インドネシアに４ＩＭＰ、１６０-７７。 

 
 

Bd: 44 NORTH 

DLR: W  A1083 

VUL: N/S  J9 

 K107 

 Q987 

WEST EAST 

 5  Q97 

 Q87  AK1042 

 QJ53  A982 

 K6542  10 

SOUTH 

 KJ642 

 653 

 64 

 AJ3 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass Pass 1  1  

2  2  All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass Pass 1  Pass 

2  Pass Pass 2  

2NT(1) Pass 3  All Pass

(1) ハンドパターンが１-３-５(４)-４(５)、　もしくは０-３-５-５ 

 
３ は４メイク、プラス１７０。２ はトランプのゲスが絡んで２メイク、プラス１１０。

インドネシアに７ＩＭＰ、１６７-７７。 

Bd: 45 NORTH 

DLR: N  KJ643 

VUL: Both  J7 

 632 

 K86 

WEST EAST 

 1087  A 

 K1063  A842 

 KQ5  J9874 

 432  A95 

SOUTH 

 Q952 

 Q95 

 A10 

 QJ107 

 

オープンルームではＥ（コルカー）がウィーク１ＮＴでオープン（１ レスポンスに対

するリビッドを考えたくないらしい）、全員をシャットアウトしてクラブリードで２メイク。
一方では原・田多井がＷの４ をプレイ。スペードリードでメイクするチャンスが訪

れた。ダイアモンドをプレイ、 10にＫで勝ち、 Ｑを続けた。マノッポはＡを勝ち、

クラブにシフト。原はダックして２回目にクラブを勝ち、 Ｋ、 Ａを取ってからダイ

アモンドをプレイするとマノッポはラフしてクラブをキャッシュ。１ダウン、マイナス１０
０。インドネシアに６ＩＭＰ、１７３-７７。 
　 
　 
ビューグラフを見ている日本のサポーター達がそろそろ退屈し始める頃、話題の４
６番ボード。 

 

Bd: 46 NORTH 

DLR: E  --- 

VUL: None  2 

 1098643 

 KQ10742 

WEST EAST 

 AJ832  K105 

 K75  AQJ1098 

 J5  AQ7 

 J53  9 

SOUTH 

 Q9764 

 643 

 K2 

 A86 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

1  1  

Pass Pass DBL Pass 

2  3  3  Pass 

4  DBL All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

1  Pass 

1  2NT 3 (1) DBL 

3  4  4  5  

Pass(1) Pass DBL All Pass

(1)良いハンド、 ショート、 と（数枚の）  

(2) Forcing 

５ はスペードリードをラフ、クラブにシフトと進めばなかなか面白いコントラクトである（ディクレアラーはＳをスクィーズすることができるが、そのプレイを

選択するかは別の問題）。コルカーは５ ダブルで稼ぐ方を選び、コキッシュもそれに従う。しかし、Ｎ（阿部）の素晴らしいハンドがその夢を打ち砕く。ス

ペードリードをラフし、ダイアモンドをプレイ。コルカーはＡであがり、ハートを２回プレイするが、Ｎは２回目にラフ、 Ｋ、 Ｋ、ダイアモンドをＡでラ

フ、 10でフィネスをしてプラス５５０のダブルメイク。 

　 
オープンルームのオークションは摩訶不思議の世界であった。ラスートは様子をみてから自分のスートを紹介する方が良いと判断、パートナーの１

オーバーコールをパスした。原は田多井のテイクアウトダブルをパスしないなら、何故最初に２ とレイズしなかったのか。彼らのシステムは複雑すぎて

理解しづらい部分があるのは確かだが。ラスートは２ にアンユージュアル２ＮＴをビッドするチャンスだったが、クラブを紹介する方を選んだ。オポーネ

ントが苦労しながら（そう思えたらしい）４ までビッドしたのを見てＮはライトナー・ダブルをかけた。しかし意思の疎通が不十分だったらしく、Ｓは Ｋを

リード。田多井はノンバルでプラス８９０という風変わりなスコアを手にした。 
　 
インドネシアにとっての救いはチーム全員が同一ディールで災難に巻き込まれたことである。ＩＭＰの失点は１６で済み、現在久富チーム９３、インドネシ
ア１７３。 

 

Bd: 47 NORTH 

DLR: S  K432 

VUL: N/S  983 

 A 

 107654 

WEST EAST 

 AQJ876  109 

 A64  KQJ 

 K3  QJ1086 

 A2  J83 

SOUTH 

 5 

 10752 

 97542 

 KQ9 

田多井・原は４ をプレイ。 Ａをリード後、クラブにシフト。ＮはトランプのＫで勝っ

た時にクラブでＳに渡り、ダイアモンドをラフして１ダウン、マイナス５０。 
　 
コキッシュ・コルカーはＥのサイドで３ＮＴをプレイ。陳が Ｋのベストリードをみつけ

たが、まだメイクするチャンスがある。Ｅ（コルカー）はＡを勝って Ｋをプレイした

が、ローカードをプレイした方が良かったとは。軽くエンカレッジをしていたＮ（阿部）
がＡで勝ち、クラブのローカードをリターン。Ｅはゲスを当てて８をプレイ、陳も９で
勝って共に第２関門突破。 Ｋをキャッシュ、スペードでエグジットした。コルカーが

Ａで勝って生還するかにみえたが、Ｎはダイアモンドをショーアウトし、 Ｋも持って

いたので２ダウン、マイナス１００。久富チームに２ＩＭＰ、９５-１７３。 
　 

Bd: 48 NORTH 

DLR: W  A 

VUL: E/W  Q1042 

 KQ873 

 K83 

WEST EAST 

 J985  76 

 75  AJ8 

 1062  AJ5 

 Q1074  AJ962 

SOUTH 

 KQ10432 

 K963 

 94 

 5 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Hara Lasut Tatai Manoppo 

Pass 1 (1) 1NT 2  

All Pass

 
 
<

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Abe Colker Chen 

Pass 1 (1) 1NT 2 (2)

Pass 3  Pass 4  

All Pass

マノッポは大人しく２ で８トリックを取り、プラス１１０。阿部はより野心的な４ をプレイ、 Ａのリード、クラブと続いてメイクに一歩近づいた。だがダ

ミーからスペードをディスカード（何故ダイアモンドではなくスペード？）、 Ｋで勝ってハートを９に向けてプレイ。 Ａでハンドに戻り、再びハートをリード

するが、コルカーはＡを勝ってクラブの３巡目をリード、ダミーをフォースする。コルカーはＮの ＫをＡで勝って最後のトランプをプレイ、ディクレアラーは

どうしても１トリック不足。ダミーからスペードをディスカードしたことが致命傷となった。１ダウン、マイナス５０。インドネシアに４ＩＭＰで第３セッションはイン
ドネシアが６２-４８で勝ち、阿部・陳に押されていた２人組を安堵させる。残り１６ボードで対戦成績は１７７-９５となり、８２ＩＭＰのリードは逆転不可能と思
われた。 

 
 
 

第４クオーター 
 
 

最終セッションでは追う久富チームが期待するようなボードが少なく、ゲームの手前で止まるのが難しいハンドも多かった。大きなスィングは２ボード、２
つともインドネシアの得点となった。 
　 
　 

Bd: 52 NORTH 

DLR: W  8 

VUL: Both  AKJ43 

 742 

 J1053 

WEST EAST 

 AKQ10763  --- 

 2  Q107 

 5  AKQJ103 

 KQ76  A842 

SOUTH 

 J9542 

 9865 

 986 

 9 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

4 (1) Pass 5 (2) Pass 

6  All Pass

(1) ストロング４  オープン、ソリッドスペード; (2) アスキング; (3) のセ

カンドラウンド・コントロール  
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Lasut Abe Manoppo Chen 

4  All Pass

ＥＷのハンドでプレイしたいのは６ だが、Ｗが４ オープン、もしくは特殊な強い

ビッドでオープンをした後は容易なことではない。４ をプレイしたラスートはハート

リードの後にハートが続けて来たので１１トリックを取った。 

久富はハートのアスキング・ビッドを使ってスラム・トライ。寺本の答が６ 以下に抑えられていれば快挙のはずであった。６ も悪いコントラクトではな

いが、トランプのブレイクは如何ともしがたく２ダウン、マイナス２００。インドネシアが１３ＩＭＰの取り。 

 
 

Bd: 61 NORTH 

DLR: N  9 

VUL: Both  Q63 

 K10965 

 9542 

WEST EAST 

 J10853  K642 

 KJ105  A974 

 4  A732 

 J87  3 

SOUTH 

 AQ7 

 82 

 QJ8 

 AKQ106 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

Pass 1  DBL 

1  Pass 2  2NT 

Pass 3NT All Pass

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Lasut Abe Manoppo Chen 

Pass Pass 1 (1)

Pass 1 (2) Pass 2  

Pass 3  Pass 3  

Pass 3NT All Pass

(1) ストロング; (2) ネガティブ 

Ｅのハンドを持ってパスした瞬間に、マノッポはパートナーのスペードに長さについての情報を得る機会を失ってしまった。３ＮＴに対しては素直なハート
のフォース・ベストのリード、ディフェンダーがハート４トリックと Ａを勝って１ダウン、マイナス１００。 

　 
一方のテーブルでは久富・寺本が２ まで競り合い、Ｓがハンドの割には積極的とも思えるビッドを続けて３ＮＴをプレイ。 Ｊの飛び込みリードから始ま

り、 Ｊホールド、ダイアモンドと続ける。寺本は ５でエンカレッジ・シグナルを送るが、これがハートをブロックする結果となってしまった。久富がハート

にシフトしてもコントラクトはメイクする。久富が２巡目もダイアモンドをダックしたのを見てサクールはクラブをキャッシュして９トリック、プラス６００。インド
ネシアに１２ＩＭＰ。 
　 
コントラクトをダウンさせる正当な方法はサイドスートでシグナルを送ることであり(ラビンタール、もしくはローマン）、このハンドの場合は 10が当てはま

る。 10のディスカードは、Ｅにハートのローカードを要求するシグナルとなる。 

 
 

Bd: 63 NORTH 

DLR: S  A87 

VUL: N/S  A9 

 KJ852 

 1053 

WEST EAST 

 K3  QJ1042 

 72  J83 

 AQ9643  7 

 A87  QJ62 

SOUTH 

 965 

 KQ10654 

 10 

 K94 

インドネシアが３ と３ のコントラクトを共にダウンさせ、６ＩＭＰの勝ち。スィング

と言えるボードはこれだけであった。 
　 
　 
最終セッションはインドネシアが４０-１０で勝ち、１９９７年ＮＥＣ杯優勝を飾った。最
終スコアは２１７-１０５。 
　 
　 
２つのセッションで４人のインドネシア人がプレーし、彼らは９３－２２で勝利を収め
た。ラスートとマノッポは準決勝以降の全ボードと予選の殆どのボードをプレーし
た。トーナメントの最後の２日間、彼らのスコアは際だったものがあった。またサ
クールとアズビのパートナーシップは未完成であったが、お互いに注意深く、トーナ
メントが進む程に良くなっていった。 

 
 
 

 
 
ブリテン８号(1)に戻る  
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Owner
長方形


